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第
十
八
条
の
三
中
「
第
十
五
条
の
八
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
十
五
条
の
十
三
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
二
及
び
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
第
五
十
六
条
の
二
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
十
六
条
の
二

の
二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
六
号
の
二
様
式
中
「第

5
6条
の
２
の
２
第
２
項

」
を
「第

5
6条
の
２
の
２
第
３
項

」
に
改
め
る
。

（
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
維
持
管
理
計
画
等
」
の
下
に「（
点
検
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中

「
つ
い
て
の
」
の
下
に
「
定
期
及
び
臨
時
の
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条

第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

技
術
基
準
対
象
施
設
の
維
持
に
当
た
っ
て
は
、
前
項
の
結
果
そ
の
他
の
当
該
施
設
の
適
切
な
維
持
に
必
要
な
事

項
の
記
録
及
び
保
存
を
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

こ
の
省
令
は
、
港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五

年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
警
備
計
画
の
そ
の
他
の
記
載
事
項
）

第
五
条

法
第
四
条
第
二
項
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
氏
名
又
は
名
称

二

特
定
日
本
船
舶
の
予
定
貨
物

三

計
画
期
間

（
小
銃
等
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
た
め
に
必
要
な
基
準
）

第
六
条

法
第
四
条
第
三
項
第
二
号
（
法
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

保
管
設
備
が
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ

堅
固
な
金
属
製
ロ
ッ
カ
ー
そ
の
他
こ
れ
と
同
等
程
度
に
堅
固
な
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

確
実
に
施
錠
で
き
る
錠
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

管
理
上
支
障
の
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
。

ニ

容
易
に
持
ち
運
び
が
で
き
な
い
こ
と
。

（
特
定
警
備
計
画
の
認
定
の
申
請
等
）

第
四
条

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
警
備
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
日
本

船
舶
の
所
有
者
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）

ロ

法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
住
民
票
の
写
し
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
役

員
の
登
記
事
項
証
明
書
）
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

ハ

法
第
四
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

二

特
定
日
本
船
舶
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真

イ

船
舶
の
国
籍
及
び
船
舶
所
有
者
を
証
す
る
書
類

ロ

一
般
配
置
図

ハ

第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

ニ

前
条
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
及
び
写
真

三

小
銃
等
の
管
理
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真

イ

小
銃
等
の
保
管
の
た
め
の
設
備
（
以
下
「
保
管
設
備
」
と
い
う
。）の
位
置
及
び
構
造
を
示
す
図
面
及
び
写
真

ロ

第
六
条
第
二
号
ニ
\
及
び
]
に
該
当
す
る
船
長
を
選
任
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

四

法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
業
者
（
以
下
「
特
定
警
備
予
定
事
業
者
」
と
い
う
。）に
係
る
次
に
掲

げ
る
書
類

イ

住
民
票
の
写
し
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
）
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る
書
類

ロ

法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
住
民
票
の
写
し
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
役

員
の
登
記
事
項
証
明
書
）
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

ハ

特
定
警
備
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
特
定
警
備
予
定
事
業
者
に
よ
る
教
育
訓
練
の
内
容
及
び
方
法
を
示
す
書

類
ニ

医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
っ
て
、
特
定
警
備
予
定
事
業
者
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
役

員
）
が
法
第
七
条
第
二
号
ロ
又
は
ハ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医

師
の
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

ホ

第
七
条
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
係
る
も
の
を
除
く
。）か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

ヘ

第
八
条
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
の
契
約
に
係
る
契
約
書
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

五

特
定
警
備
の
実
施
の
方
法
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真

イ

申
請
者
が
特
定
警
備
予
定
事
業
者
と
の
間
で
締
結
し
た
契
約
で
あ
っ
て
、
特
定
警
備
の
実
施
を
内
容
と
す
る

も
の
に
係
る
契
約
書
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

ロ

特
定
警
備
に
係
る
次
に
掲
げ
る
図
面

\

特
定
日
本
船
舶
の
航
路
図

]

小
銃
等
の
積
卸
し
の
場
所
を
示
す
図
面

ハ

特
定
警
備
の
用
に
供
す
る
小
銃
の
側
面
及
び
当
該
小
銃
に
打
刻
さ
れ
た
製
造
番
号
を
写
し
た
写
真

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
と
き
は
、
認
定
番
号
及
び
認
定
年
月
日
を
申

請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
九
十
二
号

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
海
賊
行
為
の
対
象
と
な
る
お
そ
れ
が
大
き
い
船
舶
の
要
件
）

第
二
条

法
第
二
条
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

満
載
状
態
に
お
い
て
、
推
進
機
関
を
そ
の
連
続
最
大
出
力
で
運
転
し
船
舶
を
航
行
さ
せ
た
場
合
の
当
該
船
舶
の

速
力
が
十
八
ノ
ッ
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二

暴
露
甲
板
そ
の
他
の
人
が
船
舶
に
侵
入
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
所
か
ら
満
載
喫
水
線
ま
で
の
最
小
の
垂
直
距
離

が
十
六
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

（
海
賊
行
為
に
よ
る
被
害
を
低
減
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
）

第
三
条

法
第
二
条
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

乗
組
員
及
び
乗
船
し
て
い
る
者
が
避
難
す
る
た
め
の
堅
固
な
構
造
を
有
す
る
区
画
で
あ
っ
て
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電

話
、
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
無
線
電
話
等
の
外
部
と
の
通
信
手
段
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

二

船
舷
の
上
端
に
沿
っ
て
船
体
の
全
周
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
人
の
侵
入
を
防
止
す
る
有
刺
線
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
も
の
を
備
え
付
け
て
い
る
こ
と
。
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